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（８） 設立趣旨書 

  

設立趣旨書は、法人設立の動機、法人として行おうとする活動（事業）、その活動が不特定かつ多数

のものの利益の増進に寄与するものであることなどが、第三者にわかるように記載してください。 

また、「申請に至るまでの経過」の欄は、任意団体として活動した実績がある場合は、これまでどの

ように取り組んできたのか時系列に記載するとわかりやすいでしょう。 

なお、この書類は、所轄庁において、公衆の縦覧に供されます。 

 

① 記載例（様式は任意） 

 

 

設 立 趣 旨 書 

 

１ 趣旨 

  特に定まった書き方はありませんが、次のポイントを押さえると記載しやすいと思います。 

☝ 問題の提起（活動に取り組むきっかけとなった現状や社会的背景・社会的課題） 

☝ 問題の解決（どのような状態になるのが望ましいのか） 

☝ 取組の方向（望ましい状態にするため、団体としてどのような活動をしてきたのか） 

☝ 公 益 性（活動が不特定かつ多数の利益の増進に、どのように寄与するのか） 

☝ 法人格の必要性（今後の発展性、活動の活性化についての決意） 

 

 

２ 申請に至るまでの経過 

時系列に記載するとわかりやすくなります。 

○年○月○日  任意団体○○を設立 

○年○月○日  会員間で法人設立の意思確認 

○年○月○日  法人設立のための設立準備会設立 

○年○月○日  設立準備会開催 

○年○月○日  設立準備会開催 

○年○月○日  設立総会開催 

 

 

    ○○年○○月○○日 

 

 

 

                           特定非営利活動法人○○○○○ 

                           設立代表者氏名  ○○ ○○            

 

 

 

 

 

基本的には、設立総会等の日付になります。 

 


